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平
成
十
三
年
に
広
島
労
働
局
長
を
最
後
に
労
働

省
を
退
職
し
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
に
再
就

職(

常
務
理
事)

し
て
い
た
が
、
厚
生
労
働
省
か

ら
雇
用
能
力
開
発
機
構
の
「
私
の
し
ご
と
館
」
の

副
館
長(

館
長
は
名
誉
職)

を
依
頼
さ
れ
た
。
こ

の
方
面
の
仕
事
は
全
く
の
素
人
で
あ
っ
た
が
、
引

き
受
け
た
。
早
速
、
京
都
府
精
華
町
の
「
私
の
し

ご
と
館
」
を
訪
れ
、
巨
大
な
建
物
に
驚
き
つ
つ
、

入
場
券
を
買
っ
て
視
察
し
た
。
こ
の
館
で
は
、
一

流
の
職
人
が
中
学
生
や
高
校
生
に
将
来
の
職
業
を

考
え
さ
せ
る
重
要
な
も
の
と
思
っ
た
。
平
成
十
八

年
四
月
に
副
館
長
と
し
て
着
任
し
た
と
こ
ろ
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
が
激
し
く
「
行
政
の
無
駄
遣
い
の
象

徴(

総
工
費
五
百
六
十
億
円
、
毎
年
十
四
億
円
赤

字)

」
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
こ
の
館
の
存
続
の

た
め
、
京
都
府
や
地
元
の
支
援
、
政
界
、
産
業
界
、

労
働
界
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
に
理
解
を
求
め
、

民
間
委
託
で
生
き
残
り
を
か
け
た
。
当
時
の
厚
生

労
働
大
臣
は
こ
の
館
の
視
察
後
に
「
廃
止
す
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
」
と
マ
ス
コ
ミ
に
発
言
し
、
紆

余
曲
折
の
事
務
折
衝
の
末
に
閣
議
報
告
と
し
て「
民

間
に
運
営
を
二
年
間
委
託
し
、
第
三
者
評
価
で
廃

止
を
含
め
て
検
討
す
る
」
こ
と
で
決
着
し
た
。
民

間
委
託
の
入
札
が
行
わ
れ
、
某
企
業
が
落
札
し
て

平
成
二
十
年
八
月
末
日
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
間
、現
地
採
用
の
職
員
、企
業
の
出
向
者
、

派
遣
労
働
者
、
職
人
な
ど
総
数
約
五
百
人
の
辞
職
、

各
種
の
契
約
解
除
、
業
務
の
引
継
な
ど
対
応
を
誤

れ
ば
深
刻
な
事
態
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
八

月
末
日
に
引
継
式
を
行
っ
て
私
か
ら
某
企
業
の
社

長
に
「
こ
の
館
の
鍵
」
を
渡
し
た
。
そ
の
数
日
後

に
「
私
の
し
ご
と
館
」
の
廃
止
の
政
府
方
針
が
示

さ
れ
、
某
企
業
も
行
革
の
大
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

私
は
、
職
を
失
っ
た
多
く
の
職
員
に
配
慮
し
て
任

期
途
中
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
引
渡
の
日
を
も
っ
て

辞
職
し
、
現
在
、
郷
里(

滋
賀
県)

で
小
さ
な
会

社
を
創
立
し
て
、
平
和
に
生
活
し
て
い
る
。
こ
の

館
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
誰
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ

と
な
く
静
か
に
幕
を
引
き
、
現
在
は
京
都
府
が
国

か
ら
無
償
で
譲
り
受
け
て
活
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。

今
思
え
ば
、こ
の
館
の
始
末
の
た
め
、実
務
の
ト
ッ

プ
の
副
館
長
に
「
し
が
ら
み
の
な
い
素
人
」
を
任

命
し
た
当
時
の
厚
生
労
働
省
幹
部
の
慧
眼
は
流
石

で
あ
る
。（
温
泉
研
究
会
副
会
長
）
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木
村 
嘉
勝

（
昭
和
四
十
三
年
化
学
科
卒
）

会
員
だ
よ
り

②
平
成
二
十
八
年
六
月
十
九
日(

日)

　
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
本
年
度
実
施
予

定
の
企
画
運
営
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意
見
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

 

第
五
回　

温
泉
研
究
会
総
会       

平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日
～
十
八
日

　

奥
野
年
秀
氏
の
お
世
話
に
よ
り
山
中
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル（
山
中
温
泉
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

塚
原
俊
文
氏（
昭
和
五
十
五
年
卒
、
北
陸
先
端
技

術
大
学
院
大
学
・
教
授
）に
よ
る
「
加
賀
温
泉
郷
」

郷
土
史
の
講
義
を
願
っ
た
、
流
石
に
地
元
の
地

理
・
文
化
に
明
る
く
楽
し
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

 

第
三
十
一
回　

ハ
イ
キ
ン
グ       

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日(

日)

　

木
全
豊
和
氏
に
リ
ー
ダ
ー
役
を
お
願
い
し
、

「
大
文
字
山
登
山
コ
ー
ス
」
で
秋
晴
れ
に
映
え

た
京
都
市
内
の
絶
好
の
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
も
多

く
、
総
勢
十
四
名
、
登
山
後
は
、
打
ち
上
げ
親

睦
会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
員
だ
よ
り

　

会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
目
的
で
各

種
企
画
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内

並
び
に
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
幹
事
の
方
々
に
お
世
話
い
た
だ
き
、

以
下
に
ご
紹
介
す
る
各
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

恩
師
の
先
生
方
、
先
輩
方
、
同
胞
、
ご
家
族
、

友
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
絶
好
の
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
学
名

誉
教
授
の
中
村
尚
武
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、「
外
国
留
学
・
外
国
出
張
で
学
ん
だ
異
文
化

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た

（
詳
細
は
四
～
五
ペ
ー
ジ
）。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
企
画
運
営
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
案
内
は
、
引
き
続
き
、
事

務
局
か
ら
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
一
報
下
さ
い
。

ご
家
族
同
伴
も
大
歓
迎
で
す
。

 

「
企
画
運
営
委
員
会
の
開
催
」       

①
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
八
日(

日)

　

茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

総
括
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。

委
員
長　

伴
野 

清

（
昭
和
四
十
二
年 

化
学
科
卒
）
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要
で
す
。
釣
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
日

に
、
皆
様
・
ご
家
族
様
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 

第
三
十
六
回　

ゴ
ル
フ
・
懇
親
会  

　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日(

水)

　

幹
事
の
三
上
正
勝
氏
・
西
村
定
氏
に
お
世
話

い
た
だ
き
、
京
都
・
宇
治
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
風
も

な
く
穏
や
か
に
晴
れ
て
ま
さ
に
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
総
勢
十
三
名
は
ま
さ
に
真
剣
勝

負
・
・
？
？
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
和

気
あ
い
あ
い
親
交
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
競
技
方
法
は
新
ペ
リ
ア
方
式
で
行
い
、
河

村
喜
雄
様
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

第
八
回　

温
泉
研
究
会
総
会
・
幹
事
会       

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日

　

奥
野
年
秀
氏
の
お
世
話
に
よ
り
、
宇
多
野

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幹

事
会
で
は
本
年
度
開
催
予
定
の
総
会
計
画
、

ニ
ュ
ー
ス
発
行
等
の
議
題
が
討
論
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
木
村
嘉
勝
様（
元
労
働
省
広
島

労
働
局
長
）か
ら「
労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て
」

話
題
提
供
を
い
た
だ
き
、
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
一
泊
と
言
う
こ
と
も
あ
り
皆

様
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

第
三
十
二
回　

ハ
イ
キ
ン
グ       

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日(

金)

　

北
尾
舒
彦
氏
・
高
岡
滋
雄
氏
に
お
世
話
い
た

だ
き
、
参
加
者
十
六
名
と
多
く
の
皆
様
が
、
懐

か
し
い
衣
笠
学
舎
周
辺
か
ら
仁
和
寺
～
宇
多
野

～
広
沢
の
池
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま
し
た
。

　
衣
笠
学
舎
で
の
学
食
＆
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
は
、

当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
記
念
す
べ
き
日

に
な
り
、
皆
様
ご
満
足
の
様
子
で
し
た
。
よ
か
っ

た
で
す
ね
！

 
第
三
十
五
回　

ゴ
ル
フ
・
懇
親
会  

　
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日(

水)

　
三
上
正
勝
氏
・
西
村
定
氏
に
お
世
話
い
た
だ

き
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
秋
空
の
も
と
、
オ
レ

ン
ジ
シ
ガ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、

十
四
名
が
豪
華
な
賞
品
を
目
指
し
て
精
一
杯
プ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
栄
冠
は
野
田
博
之
氏
の
手

に
・
・
・
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

第
六
回　

釣
り
天
狗
ク
ラ
ブ       

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日(

日)

　
目
片
秀
明
氏
の
お
世
話
に
よ
り
、「
田
尻
海
洋

交
流
セ
ン
タ
ー
・
海
上
釣
堀
」
に
て
、
魚
釣
り

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
ご
家
族
、
お
子
達
を
含
め

て
十
四
名
、
釣
る
人
、
飲
む
人
、
食
べ
る
人
、

ま
こ
と
に
に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

釣
り
の
経
験
な
く
て
も
、
準
備
は
ま
っ
た
く
不
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新
任
の
先
生
か
ら
一
言

　

■
梶か
じ
も
と本 

哲て
つ
や也 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
薬
学
部
教
授
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
有
機
化
学
で
、
生
物

活
性
を
有
す
る
糖
鎖
関
連
化
合
物
の
合
成
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
ま
で
、

大
学
や
研
究
所
を
渡
り
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
落
ち
着
い
て
教
育
、
研
究
に
努
め
、
立

命
館
大
学
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
、
微
力

な
が
ら
精
進
致
す
所
存
で
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

略
歴

一
九
八
二
年　
徳
島
大
学
薬
学
部
卒
業
。

一
九
八
四
年　
京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
（
一
九
八
九
年

薬
学
博
士
取
得
）。

一
九
九
〇
年　
ス
ク
リ
ッ
プ
ス
医
学
研
究
所

（
米
国
）
博
士
研
究
員
。

一
九
九
二
年　
理
化
学
研
究
所 

国
際
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
。

二
〇
〇
四
年　
京
都
薬
科
大
学
助
教
授
。

二
〇
〇
七
年　
同
、
准
教
授
。

二
〇
一
六
年　
本
学
薬
学
部
教
授
。

　

■
折お
り
か
さ笠 

有ゆ
う
き基 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
生
命
科
学
部
准
教
授
と
し
て

着
任
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
電
気
化
学
で
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
、
燃
料
電
池
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
特
に
固
体
内
の
イ
オ
ン
移
動
に
焦

点
を
当
て
、
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
研
究

を
通
じ
て
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
を
大
き

く
発
展
で
き
る
よ
う
つ
と
め
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
立
命
化
友
会
の
皆
様
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

略
歴

二
○
一
○
年　

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
相
関
環
境
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
。

二
○
一
○
年　
京
都
大
学
産
官
学
連
携
本

部
特
定
助
教
。

二
○
一
一
年　

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
助
教
。

二
○
一
六
年　
本
学
生
命
科
学
部
応
用
化

学
科
准
教
授
。

　

■
向む
か
い 

英え

り里 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
生
命
科
学
部
准
教
授
と
し
て

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
生
理
学
、
代

謝
学
で
、
生
活
習
慣
病
の
主
に
糖
尿
病
を
研
究
し

て
お
り
、
糖
尿
病
の
発
症
の
成
り
立
ち
や
有
効
な

治
療
法
な
ら
び
に
予
防
に
つ
い
て
、
幅
広
い
視
点

か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
学
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
、教
育・

研
究
に
精
一
杯
努
め
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴

二
〇
〇
一
年　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
医
学
）。

二
〇
〇
一
年　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
。

二
〇
〇
三
年　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
研
究
員
。

二
〇
〇
五
年　
独
立
行
政
法
人
医
薬
基
盤

研
究
所
研
究
員
。

二
〇
〇
七
年　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
研
究
員
。

二
〇
一
二
年　
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
講
師
。

二
〇
一
六
年　
本
学
生
命
科
学
部
生
命
医

科
学
科
准
教
授
。

　

■
山や
ま
し
た下 

翔し
ょ
う
へ
い平 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
生
命
科
学
部
応
用
化
学
科
助

教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は

触
媒
・
放
射
光
化
学
で
、
主
に
ニ
ッ
ケ
ル
触
媒

に
つ
い
て
放
射
光
を
利
用
し
た
原
子
レ
ベ
ル
で

の
反
応
解
析
か
ら
、
触
媒
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
、
新
規
触
媒
の
設
計
・
創
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
本
学
で
の
教
育
・
研
究
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴

二
○
一
六
年
三
月　
立
命
館
大
学
生
命
科

学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
理
学
）。

二
○
一
六
年
四
月　
本
学
生
命
科
学
部
応

用
化
学
科
助
教
。
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新
任
の
先
生
か
ら
一
言

　

■
吉よ
し
ざ
わ澤 

拓た
く
や也 

先
生

　

本
年
度
よ
り
、
生
命
科
学
部
生
物
工
学
科
助

教
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は

構
造
生
物
学
で
す
。
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
法
を

軸
と
し
て
、
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
を
原
子
レ
ベ

ル
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
の
教
育
現
場
で
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
教
育
・
研
究
共
に
精
進
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
立
命
化
友
会
の
皆
さ
ま
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴

二
〇
〇
七
年　
信
州
大
学
理
学
部
卒
業
。

二
〇
一
二
年　
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
修
了　
博
士
（
理
学
）。

二
〇
一
二
年　
テ
キ
サ
ス
大
学
サ
ウ
ス
ウ
エ

ス
タ
ン
医
学
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
。

二
〇
一
六
年　
本
学
生
命
科
学
部
生
物
工

学
科
助
教
。

　

■
笠か
さ
は
ら原 

浩こ
う
た太 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
生
命
科
学
部
助
教
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
計
算
生
物
学

で
、
情
報
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
計
算
物
理

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
融
合
的
に
活
用
し
た
生

体
分
子
間
相
互
作
用
の
原
理
解
明
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
研
究
に
専
念
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
学
で
は
教
育
に
つ
い
て
も
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

略
歴

二
〇
一
〇
年　
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域

創
成
科
学
研
究
科　

博
士
課
程
後
期

課
程
修
了
。
博
士（
科
学
）。

二
〇
一
〇
年　
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科

学
研
究
科
特
任
研
究
員
。

二
〇
一
三
年　
大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究
所

特
任
研
究
員
。

二
〇
一
六
年　
本
学
生
命
科
学
部
生
命
情

報
学
科
助
教
。

　

■
村む
ら
さ
わ澤 

秀ひ
で
き樹 

先
生

　

生
命
科
学
部
助
教
と
し
て
本
年
四
月
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
社
会
医
学
、
特
に
保
健
医
療

政
策
の
評
価
を
主
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
夏
ま
で
の
十
年
余
、
厚
生
労
働
省

に
事
務
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
教
育
・

研
究
に
つ
い
て
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
身
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
独
自
の
視
点
で
、

本
学
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

略
歴

一
九
九
六
年　
日
本
大
学
農
獣
医
学
部

卒
業
。

一
九
九
八
年　
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。

二
〇
〇
一
年　
厚
生
労
働
本
省
入
省
。

二
〇
一
五
年　

筑
波
大
学
大
学
院
修
了
。

博
士
（
学
術
）。
厚
生
労
働
省
退
職
。

北
海
道
大
学
博
士
研
究
員
。

二
〇
一
六
年　
本
学
生
命
科
学
部
生
命
医

科
学
科
助
教
。

　

■
片か
た
や
ま山 

将し
ょ
う
い
ち一 

先
生

　

本
年
度
四
月
よ
り
薬
学
部
助
教
と
し
て
着
任

致
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
生
化
学
、
分
子
生

物
学
で
あ
り
、
遺
伝
性
疾
患
に
関
与
す
る
プ
ロ

テ
イ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
・
研
究
に
お
い
て
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
む
所
存
で
す
。
ど

う
か
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

略
歴

二
〇
一
〇
年　
香
川
大
学
農
学
部
応
用
生

物
科
学
科
卒
業
。

二
〇
一
二
年　
香
川
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
。

二
〇
一
五
年　
愛
媛
大
学
大
学
院
連
合
農

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、博
士(

農

学)

。

二
〇
一
五
年　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員(

Ｐ
Ｄ)

。

二
〇
一
六
年　
本
学
薬
学
部
助
教
。



15

     

新
任
の
先
生
か
ら
一
言

　

■
北き
た
ざ
わ澤 

創そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
薬
学
部
助
教
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
、
構
造
生
物
学
で
、

タ
ン
パ
ク
質
を
対
象
に
、
主
に
Ｎ
Ｍ
Ｒ
を
用
い

た
「
立
体
構
造
決
定
」、 「
構
造
の
揺
ら
ぎ
」、 「
安

定
性
」
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。
本

学
の
教
育
、 

研
究
活
動
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、 

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

略
歴

二
〇
一
四
年
九
月　
立
命
館
大
学
理
工
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了 

博
士(

理
学)

。

二
〇
一
五
年
二
月　
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大

学 

Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｓ  

博
士
研
究
員
。

二
〇
一
六
年
四
月　
本
学
薬
学
部
助
教
。

　

■
肱ひ
じ
お
か岡 

雅ま
さ
の
り宣 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
薬
学
部
助
教
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
専
門
分
野
は
神
経
科
学
・
薬
理

学
で
、
こ
れ
ま
で
に
神
経
変
性
疾
患
モ
デ
ル
動

物
を
用
い
た
病
態
解
析
お
よ
び
治
療
薬
の
探
索

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
学
着
任
後
も
神
経
変

性
疾
患
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
本
学
の
研
究
・
教
育
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴

二
〇
一
六
年
三
月　
熊
本
大
学
大
学
院
薬

学
教
育
部
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博

士
（
薬
科
学
）。

二
〇
一
六
年
四
月　
本
学
薬
学
部
助
教
。

　

■
正ま
さ
き木 

聡そ
う 

先
生

　

本
年
四
月
よ
り
薬
学
部
助
教
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
専
門
は
分
子
生
物
学
で
、
疾
患

に
関
連
す
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
制
御
や
ス
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
ア
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
の
生
理
的
意
義
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
薬
学
部
の
教

育
・
研
究
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
鋭
意

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

略
歴

二
○
一
二
年　

京
都
大
学
大
学
院　

医
学

研
究
科
医
学
専
攻　

博
士
課
程
修
了

博
士
（
医
学
）。

二
○
一
二
年　

京
都
大
学
大
学
院　

医
学

研
究
科
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
特
定
研
究
員
。

二
○
一
六
年　
本
学
薬
学
部
助
教
。

　

■
森も
り
も
と本 

功こ
う
じ治 

先
生

　
　

本
年
４
月
よ
り
、
薬
学
部
の
助
教
と
し
て

着
任
致
し
ま
し
た
森
本
功
治
で
す
。
専
門
分
野

は
有
機
化
学
で
、
新
規
有
用
反
応
の
開
発
と
薬

物
活
性
化
合
物
の
合
成
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
薬
学
部
の
発
展
教
育
、
研
究
を
通
じ

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
本
学
の
更
な
る
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

略
歴

二
〇
〇
九
年
三
月 

大
阪
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了 

博
士

（
薬
学
）。

二
〇
〇
九
年
四
月 

立
命
館
大
学
立
命
館
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

機
構
（
Ｒ
―
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
博
士
研
究
員
。

二
〇
一
三
年
四
月 

立
命
館
大
学 

立
命
館

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
機
構
助
教
。

二
〇
一
四
年
四
月 

立
命
館
大
学
総
合
科
学

技
術
研
究
機
構
助
教
。

二
〇
一
六
年
四
月 

本
学
薬
学
部
助
教
。
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昭
和
四
十
二
年
卒　
有
志
同
窓
会

　
去
る
十
月
十
二
日
（
水
）～
十
三
日
（
木
）
に

エ
ク
シ
ブ
京
都
八
瀬
離
宮
（
京
都
市
左
京
区
）

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。十
六
名
の
参
加
で
し
た
。

　

卒
業
し
て
五
十
年
、
中
に
は
姿
、
形
、
風
貌

が
変
わ
り
、
町
で
す
れ
違
っ
て
も
分
か
ら
な
い

方
達
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
と
の
親
睦
会
が
始
ま

れ
ば
、「
ア
ッ
」
と
言
う
間
に
、
懐
か
し
い
青
春

時
代
に
戻
り
、
話
に
花
を
咲
か
せ
、
和
気
あ
い

あ
い
と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
京
都
散
策
と
ゴ
ル
フ
で
し
た
。
お
互

い
に
元
気
を
も
ら
っ
た
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

	

（
足
立 

勤
）

　

今
年
二
月
、
初
め
て
茨
木

市
防
災
公
園
「
岩
倉
公
園
」

と
隣
接
す
る
立
命
館
大
学
い

ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｏ
Ｉ

Ｃ
）
に
て
、
立
命
化
友
会
幹

事
会
を
開
催
し
終
了
後
、
特

別
企
画
セ
ミ
ナ
ー
、
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
鈴
木
啓
三
先

生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
立
命
化
友
会
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

八
月
六
日
、
初
め
て
南
米

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
第

三
十
一
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
が
開
幕
、
平
和
と
地

球
再
生
へ
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
。
か
つ
て
の
日
本
の「
お

家
芸
」
と
い
わ
れ
た
柔
道
、

体
操
、
水
泳
が
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
新
た
な
勇
気
と
感
動
を

も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
八
月

十
一
日
は
祝
日
「
山
の
日
」、

山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
山

の
恩
恵
に
感
謝
し
、
会
員
各

位
自
然
と
親
し
み
、
未
来
に

つ
な
げ
て
い
こ
う
！（
金
川
）

物
　 

故
　 

者

平成27年10月 1日から平成28年 9月30日の間に、ご逝去の連絡を頂いた方々です。
心よりご冥福をお祈り申し上げます。

鈴
木　

啓
三
（
旧
教
員
）

鈴
庄　
　

博
（
昭
20
年
卒
）

中
森　

健
彦
（
昭
22
年
卒
）

飯
田　

泰
三
（
昭
23
年
卒
）

北
村　

嘉
宏
（
昭
23
年
卒
）

脇
阪　

二
郎
（
昭
24
年
卒
）

谷　
　
　

昭
（
昭
24
年
卒
）

石
井　
　

巍
（
昭
24
年
卒
）

中
川　

隆
夫
（
昭
24
年
卒
）

石
川　

俊
雄
（
昭
24
年
卒
）

千
石　
　

享
（
昭
25
年
卒
）

中
森　

恒
雄
（
昭
25
年
卒
）

川
村　

三
郎
（
昭
28
年
卒
）

森
脇　
　

健
（
昭
30
年
卒
）

籠
谷　

昭
一
（
昭
31
年
卒
）

佐
藤　

寛
晃
（
昭
32
年
卒
）

北
村　

忠
昭
（
昭
32
年
卒
）

秋
田　

克
彦
（
昭
32
年
卒
）

松
村　

準
吉
（
昭
33
年
卒
）

吉
原　

三
男
（
昭
35
年
卒
）

三
宅　

二
郎
（
昭
36
年
卒
）

佐
竹　

正
治
（
昭
37
年
卒
）

清
原　
　

紘
（
昭
39
年
卒
）

山
本　

行
隆
（
昭
39
年
卒
）

鈴
木　
　

章
（
昭
40
年
卒
）

荒
井　

憲
雄
（
昭
40
年
卒
）

伊
藤　
　

克
（
昭
41
年
卒
）

河
合　

信
輝
（
昭
43
年
卒
）

山
内　

直
行
（
昭
45
年
卒
）

花
岡　

治
清
（
昭
45
年
卒
）

東　
　

憲
治
（
昭
46
年
卒
）

野
口　

裕
臣
（
昭
46
年
卒
）

吉
岡　

栄
二
（
昭
57
年
卒
）

石
濱　

明
花
（
平
21
年
卒
）
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鈴
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啓
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（
昭
30
年
着
任
）

変
更

学
内
幹
事

	

新
任

		


梶
本　
哲
也	

（
平
28
年
着
任
）

		


折
笠　
有
基	

（
平
28
年
着
任
）

		


向　
　
英
里	

（
平
28
年
着
任
）

		


山
下　
翔
平	

（
平
28
年
着
任
）

		


吉
澤　
拓
也	

（
平
28
年
着
任
）

		


笠
原　
浩
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（
平
28
年
着
任
）

		


村
澤　
秀
樹	

（
平
28
年
着
任
）

		


片
山　
将
一	

（
平
28
年
着
任
）

		


北
澤　
創
一
郎	

（
平
28
年
着
任
）

		


肱
岡　
雅
宣	

（
平
28
年
着
任
）

		


正
木　
聡	

（
平
28
年
着
任
）
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本　
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治	

（
平
28
年
着
任
）
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今
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忠
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（
平
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着
任
）

		


池
谷　
幸
信	

（
平
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着
任
）

年
度
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事

	

退
任

		


九
鬼　
敏
隆	

（
昭
28
年
卒
業
）
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立命化友会 2015年度決算

立命化友会 2015年度事業報告

Ⅰ．諸事業

 1 ）2015 年 3月卒業生名簿作成 2015 年  6月

 2 ）立命化友会ニュ－ス（第４号）発行 2015 年 11月 

 3 ）全会員への通信 2015 年 11月

 4 ）在校生ソフトボール大会 2015 年 11月 

 5 ）卒業・修了パーティー 2016 年   3月 22 日

 6 ）ゴルフ懇親会の開催

　・第 35回 2015 年 10 月 28 日

　・第 36回 2016 年 3 月 23 日

 7 ）立命化友会ハイキングの開催

　・第 30回 2015 年  4 月 26 日

　・第 31回 2015 年 10 月 25 日

 8 ）釣り天狗クラブ

　・第 5回 2015 年  4 月 5 日

　・第 6回 2015 年 11 月 22 日

 9 ）温泉研究会

　・第 7回幹事会 2015 年 4 月 23 日

　・臨時幹事会 2015 年 9 月 5 日

　・温泉研究会ニュース（第１号）発行 2015 年 9 月 5 日

10 ）特別企画セミナー

　・第 3回 2016 年  2 月 28 日

Ⅱ．諸会議

 1 ）幹事会

　・第１回 2015 年  6 月 28 日

　・第２回 2016 年 2 月 28 日

 2 ）企画運営委員会

　・第１回 2015 年  6 月 28 日

　・第２回 2016 年 2 月 28 日

 3 ）立命化友会ニュース編集委員会

　・第１回 2015 年 6 月 21 日

　・第２回 2015 年 9 月 20 日

Ⅲ．支部活動

　（関東支部、東海支部、中国・四国支部）	 活動なし

 一 般 会 計

〈収入の部〉 予算額 執行額

 前年度繰越金 3,103,491 3,103,491

 会　　　費（学生） 4,100,000 4,100,000

 寄　付　金 10,000 224,310

 雑　収　入 1,000 319 

合　　　計 7,214,491 7,428,120 ①

〈支出の部〉 予算額 執行額

 事業等補助金 300,000 125,012

 地域別活動推進費 250,000 0

 会　議　費 150,000 30,697

 印　刷　費　 800,000 575,382

 郵　送　費 1,600,000 624,886

 人　件　費 1,000,000 811,627

 事 務 局 費 300,000 120,654

( 単位 : 円 )  雑　　　費 50,000 0

 拠出金（連絡協議会へ） 200,000 200,000

 在学生活動援助費 360,000 360,000

 振込み手数料 10,000 2,700

 予　備　費 2,194,491 0 　

合　　　計 7,214,491 2,850,958 ②

 収入支出差引残額（①－②）  4,577,162

 応化会基金

   予算額 執行額

 繰　越　金 2,298,059 2,298,059 

 合　　　計 2,298,059 2,298,059
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立命化友会 2016年度予算

 一 般 会 計

〈収入の部〉  予算額

 前年度繰越金  4,577,162

 会　　　費（学生）  3,750,000

 寄　付　金  10,000

      雑　収　入  1,000 

 合　　　計  8,338,162

〈支出の部〉  予算額

 総会開催費  0

 事業等補助金  300,000

 地域別活動推進費  250,000

 会　議　費  150,000

 印　刷　費　  800,000

 郵　送　費  1,600,000

( 単位 : 円 )

立命化友会 2016年度事業計画

Ⅰ．諸事業

 1 ）2016 年 3月卒業生名簿作成 2016 年  6月

 2 ）立命化友会ニュ－ス（第５号）発行 2016 年 11月 

 3 ）全会員への通信 2016 年 11月

 4 ）在校生ソフトボール大会 2016 年 11月 

 5 ）卒業・修了パーティー 2017 年   3月 22 日

 6 ）ゴルフ懇親会の開催

　・第 37回 2016 年 10 月 19 日

 7 ）立命化友会ハイキングの開催

　・第 32回 2016 年  4 月 22 日

　・第 33回 2016 年 11 月 25 日

 8 ）釣り天狗クラブ

　・第 7回 2016 年  10 月 16 日

 9 ）温泉研究会

　・第 8回幹事会 2016 年 4 月 23 日

　・温泉研究会ニュース（第２号）発行 2016 年 10 月 1 日

　・第 6回総会 2016 年 11 月 13 日

10 ）特別企画セミナー

　・第 4回 2017 年  2 月 26 日

Ⅱ．諸会議

 1 ）幹事会

　・第１回 2016 年  6 月 19 日

　・第２回 2017 年 2 月 26 日

 2 ）企画運営委員会

　・第１回 2016 年  6 月 19 日

　・第２回 2017 年 2 月 26 日

 3 ）立命化友会ニュース編集委員会

　・第１回 2016 年 6 月 5 日

　・第２回 2016 年 9 月 11 日

Ⅲ．支部活動

　（関東支部、東海支部、中国・四国支部）	 未定

 人　件　費  1,000,000

 事 務 局 費  300,000

 雑　　　費  50,000

 拠出金（連絡協議会へ）  200,000

 在学生活動援助費  360,000

 振込み手数料  10,000

      予　備　費  3,318,162 　

 合　　　計  8,338,162 

 応化会基金

      残　　　額  2,298,059 

 合　　　計  2,298,059


